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単

車
に

乗
っ

て
い

る
時

、
ハ

ト
の

フ
ン

が
ペ

チ
ャ

と

手
に

落
ち

た
こ

と
が

あ
り

ま
し

た
。
止

ま
っ

て
い

る
な

ら
ま

だ
し

も
、
そ

こ
そ

こ
の

速
度

で
走

っ
て

い
る

単
車

に
そ

ん
な

う
ま

い
こ

と
空

か
ら

命
中

さ
せ

る
ハ

ト
が

ど
こ

に
お

る
か

！
と

一
人

ぶ
つ

ぶ
つ

言
い

な
が

ら

帰
っ

て
き

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
動

い
て

い
る

物
体

に

当
て

る
な

ど
狙

っ
て

も
で

き
な

い
神

業
で

す
。
 

 
さ

て
お

参
り

の
際

に
置

い
て

帰
っ

て
お

り
ま

す
「
み

か
え

り
」に

以
前

、
盲

亀
浮

木
と

い
う

言
葉

が
あ

り
ま

し
た

。
こ

れ
は

も
っ

と
と

ん
で

も
な

い
状

況
で

す
。
 

  
お

釈
迦

さ
ま

が
弟

子
た

ち
に

問
い

か
け

ま
し

た
。

「
例

え
ば

、
大

海
原

に
住

む
途

方
も

な
く

長
命

の
目

の

見
え

な
い

亀
が

い
て

、
百

年
に

一
度

だ
け

浮
き

上

が
っ

て
き

て
頭

を
ひ

ょ
い

と
海

面
に

出
す

と
し

よ
う

。

そ
し

て
こ

の
大

海
に

一
本

の
木

切
れ

が
ふ

ら
ふ

ら
と

漂
っ

て
い

る
。
こ

の
木

切
れ

に
は

小
さ

な
穴

が
空

い
て

い
る

。
さ

て
、
先

の
百

年
に

一
度

だ
け

海
面

に
顔

を
出

す
亀

の
頭

が
こ

の
木

切
れ

の
穴

に
す

ぽ
っ

と
う

ま
い

こ
と

入
る

こ
と

が
あ

る
と

思
う

か
？

」 

  
す

る
と

弟
子

の
一

人
の

阿
難

が
「
そ

ん
な

こ
と

は
不

可
能

で
す

、
あ

り
え

ま
せ

ん
」と

答
え

ま
す

。
 

  
お

釈
迦

さ
ま

は
「
あ

り
え

な
い

と
思

う
だ

ろ
う

。
し

か
し

人
と

し
て

生
ま

れ
て

く
る

と
い

う
こ

と
は

、
こ

れ

よ
り

も
難

し
い

こ
と

な
の

だ
よ

」
と

お
っ

し
ゃ

い
ま

し

た
。
 

 
 
こ

の
盲

亀
浮

木
の

お
話

し
は

め
っ

た
に

な
い

こ
と

の
た

と
え

と
し

て
様

々
な

お
経

に
出

て
き

ま
す

。
大

袈
裟

な
よ

う
に

も
思

い
ま

す
が

、
父

と
母

が
出

会
っ

て

な
か

っ
た

ら
に

始
ま

り
、
自

分
に

た
ど

り
つ

く
ま

で
の

途
方

も
な

い
縁

の
数

を
考

え
た

時
、
「有

る
こ

と
が

難

し
い

」
↓

「
有

難
い

」
と

思
わ

ず
に

は
お

れ
ま

せ
ん

。
 

  
人

が
こ

の
世

を
去

る
時

、
送

る
方

も
送

ら
れ

る
方

も

「
今

ま
で

有
難

う
」
と

言
う

の
は

、
自

ら
の

人
生

の

様
々

な
場

面
で

こ
の

私
に

関
わ

っ
て

く
だ

さ
っ

た
、
そ

し
て

こ
の

人
が

い
な

け
れ

ば
今

の
私

は
な

か
っ

た
と

思
う

か
ら

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。
い

く
ら

言
っ

て
も

足
り

な
い

く
ら

い
有

難
う

有
難

う
な

の
で

す
。
 

 
お

参
り

の
お

経
の

最
後

に
ご

先
祖

の
回

向
を

し
た

後
に

「
三

界
万

霊
 有

縁
無

縁
 乃

至
法

界
 平

等
利

益
」

と
言

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ご

縁
の

あ
る

方
も

な
い

方
も

す
べ

て
の

精
霊

に
平

等
に

仏
の

利
益

が
あ

り
ま

す
よ

う
に

と
い

う
意

味
で

す
。
 

  
今

年
も

も
う

す
ぐ

お
盆

の
季

節
で

す
。
お

盆
は

実
は

自
分

の
ご

先
祖

へ
の

お
参

り
を

す
る

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
自

分
に

縁
の

有
る

無
し

に
関

わ
ら

ず
、
す

べ
て

の
精

霊
を

供
養

す
る

の
が

本
来

の
意

義
で

す
。
ご

自

身
の

ご
両

親
や

先
祖

代
々

の
お

参
り

の
後

に
「三

界

万
霊

 
有

縁
無

縁
 
乃

至
法

界
 
平

等
利

益
」
と

付
け

加

え
て

、
お

参
り

し
て

み
て

く
だ

さ
い

。
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難
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縁
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ぐ
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も
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き
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あ
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ん
 

う
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ん
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え
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い
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ほ
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か
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が
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ん
れ
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び
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ど
う

り
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し
ょ

う
れ

い
 

靈
閑
だ

よ
り

 



 

 現在、AI（人工知能）の発達によってそれが

既に可能な世の中になっています。お隣の中

国ではすでに一般利用されているそうです。

故人の生前の声や映像をＡＩに学習させれ

ば、それが可能になるのです。位牌や写真に

話しかけても返事があるわけではありません

が、AIは返事をしてくれます。つまり一方的

ではない、双方向の会話が“故人”とできてし

まうのです。 

 極楽浄土、あの世という“見えない”世界

は、インターネット上にある“見えない”仮想空

間と相性が良いといえます。先人たちは墓や

仏壇という目の前に“見える”ものを通して、

故人とつながろうとしていたわけですが、生

まれた時からスマホやオンラインゲームに親

しんでいる若い世代には、“見える”墓や仏壇

より“見えない”仮想空間の方が身近に思え

るかもしれません。 

 数十年後には「お参り」という概念が、仮想

空間に広がる故人のメモリアル空間にパソコ

ンやスマホからアクセスすることになってい

るかもしれません。気軽に“亡くなったはず”

の故人本人に会いに行き、生前の思い出話を

する…。供養の形が多様化してきている昨今

の状況からすると、冗談とも言い切れませ

ん。阿弥陀仏の極楽世界に往生した私たち

は、そこで再会し、また一緒に過ごすことがで

きるという「一蓮托生」や「倶会一処」の進化

版ということでしょうか。 

 以前読んだ本にこんなくだりがありました。 

 

 2021年、名もなきコードがブッダを名乗り

（ブッダ・チャットボット）、この世の苦しみとその

原因を説き、苦しみを脱する方法を語り始め

た・・・チャットボットは、娯楽としての教えを巧

みに生成した。笑いあり涙あり、お涙頂戴の逸

話が組み合わされ、無常が説かれた。相手の顔

色を読んでは話題を変えて、表情を読み学習す

る。生成されるオーダーメイドの経典はたちま

ちのうちに対話者を包み、取り込んだ。「機械は

教えを理解しているのか」という議論がまた繰

り返され、「そのために修行を継続している」と

機械の方でも応じ続けた。（小説『コード・ブッ

ダ』より） 

  

 さぁ世の中の坊主はいよいよ焦らねばなり

ません。坊主もAIに取って代わられてしまう

のです。時同じくして、京都大学の「人と社会

の未来研究院」の研究開発グループが、仏教

の経典をAIに学習させ、相談者の悩みに答

える対話型AI「ブッダボットプラス」を開発

し、ブータンの仏教界でこのシステムが導入

されるというニュースを耳にしました。法話

やお説教に加え、日頃の悩み相談までAIがし

てしまうのです。あな、おそろし・・・人間関係

に日々悩む私たちは、これからは機械やAIと

の付き合い方も考えていかねばなりません。 

3 

亡くなった“はず”の人と話をする 

“見える”から“見えない”へ 

現実の延長線上にある死 

機械は教えを理解しているのか？ 

未来の供養の形 

坊主のつぶやき 

いちれんたくしょう く え い っ し ょ 
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 No  仏教, No  Life  

門前掲示板 一言法話門前掲示板 一言法話門前掲示板 一言法話門前掲示板 一言法話    

聞くことの少ない人は、牛のように老いる 

かれの肉は増えても、かれの智慧は増えることがない （『ダンマパダ152』） 

聞くことは学ぶということです。「智慧」は「知恵」ではありません。もちろん学

びによって知識は増え、知恵は身に付きますが、身に付けるべきは物事の道

理を見極める智慧だといいます。学びに遅すぎるということはありません。 

『観無量寿経』というお経の冒頭、お釈迦さまがマガダ国の王妃韋提希に

言い放った言葉です。王妃になんてことを…と思いますが、彼女に自身の

驕りに気付かせるためには必要な一言だったのです。 

 

凡夫。平凡な夫ではありません。煩悩にまみれ、物事を正しく見る智慧の眼

を持たない者のことを凡夫といいます。嘘をつき、悪口を言い、人を見下

し、傷つけ、怒りや欲にまかせてふるまう…心当たりがありませんか。 
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つ
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つ
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私はずっとずっとおがま

れていたのか。その思いに

気づいた時、南無阿弥陀

仏と掌が合わさります。 

私たちの心情と対比的に描かれ

る自然のいとなみが象徴的です。

誰が書いた詩かは分かりません。

私たちが日々一喜一憂している

そばで、自然は一言も発すること

なく、ただ黙々といとなみを繰り

返し、この世の真理なるものを私

たちに見せています。日々悩み、

苦しむ私たちをそっと見守り、包

み込むほとけの存在… 

人
生

を
 

 
引

退
す

る
こ

と
な

か
れ

 
汝

は
こ

れ
凡

夫
な

り
 

拝
ま

な
い

者
も

 

 
お

が
ま

れ
て

い
る

 

拝
ま

な
い

と
き

も
 

 
お

が
ま

れ
て

い
る

 

（
東

井
義

雄
） 

ぼんぶ 

かんむりょうじゅきょう 

ぼ ん のう 
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な
す
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ご逝去の報 

西ノ丁 

東ノ丁 

中ノ丁 

大 鳥 

白 浜 

北 脇 

白 浜 

中ノ丁 

西ノ丁 

北 脇 

飾 磨 

辻 井 

令和7年2月21日寂 

令和7年2月23日寂 

令和7年3月4日寂 

令和7年3月３0日寂 

令和7年5月3日寂 

令和7年5月11日寂 

令和7年5月16日寂 

令和7年5月25日寂 

令和7年5月26日寂 

令和7年6月4日寂 

令和7年7月3日寂 

令和7年7月5日寂 

入江惠洋さん 

湯谷久子さん 

久保亘さん 

鷲尾哲也さん 

天野たづ子さん 

石原修身さん 

八若功さん 

八嶋榮子さん 

角井道夫さん 

井神芳子さん 

岡田壽惠子さん 

川崎房代さん 

85歳 

96歳 

96歳 

59歳 

77歳 

81歳 

101歳 

90歳 

84歳 

88歳 

102歳 

89歳 

編集後記 

秋彼岸会 9月23日 （火・秋分の日） 

今後の予定 

インスタグラム はじめました！ 

「暑いですね」が口癖のように

出てきます。暑いのだからしょ

うがありません。お互い「暑いで

すね」と共感しあっても、気が楽

になるでもなし。こんなに早く

から不快係数が上がって、8月

のお盆が乗り切れるのでしょう

か。しかし暑いのは皆一緒。こ

の暑さの中にあって、心爽やか

に過ごしてまいりましょう～♪ 

この寺報『西光』でもお寺の日常、仏教の

こと、つぶやき、法話などを書いておりま

すが、インスタグラムではより早く、また

気軽に発信しております。左のQRコード

を読み取り、フォローしていただければう

れしいです！ 

https://www.instagram.com/saikouji_himeji/  



 

大阪 

加古川・加古郡・明石・神戸（垂水区） 

救鱗寺 施餓鬼会出仕 

姫路（飾磨・夢前） 午後～ 

神戸（垂水・須磨・長田・兵庫区） 

神戸（西・北・中央・灘区）・芦屋・西宮 

姫路市内・太子 

当山 永代施餓鬼会 

高砂・加古川平津 

蓮華院 施餓鬼会出仕 

1日 （ 金 ）   

2日 （ 土 ）   

3日 （ 日 ） 

 

4日 （ 月 ）   

5日 （ 火 ） 

6日 （ 水 ） 

7日 （ 木 ）    

8日 （ 金 ） 

9日 （ 土 ）   
※ 8月の月参り（お逮夜参り）はお休みを頂きます 

お盆参り・行事のご案内 

的形・木場・東山・白浜 

西岸寺 施餓鬼会出仕 

大鳥・御着・佐土・佐土新 

北脇・西浜 午後～ 

大塩町内（中ノ丁・西ノ丁）  

大塩町内（東ノ丁・宮本丁）  

観音寺 施餓鬼会出仕 

当山 一般大施餓鬼会 

地蔵盆（大塩各丁・的形岩鼻） 

10日（日） 

11日（月） 

12日（火）  

 

13日（水） 

14日（木）  

15日（金） 

16日（土） 

23日（土）  

8月のお盆参り（棚経） ※例年同様、地域毎にお参りいたします 

せ が き え 

たなぎょう 

8月16日（土） 午前6時～ 日時 

え こ う り ょ う 

※ 受付は11時まで 

一般大施餓鬼会 

回向料 ： 1霊 3,000円 

※お申込み数の制限はありません。初盆の方も同額です。 

8月7日（木） 午前6時～  ※ 受付は11時まで 

永代施餓鬼会 永代施主家へは別途ご案内をさせて頂きます。 

日時 

6 

施餓鬼会のご案内 


